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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や

か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
御
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

「
面
白
き 

こ
と
も
な
き
世
を 
面
白

く 

す
み
な
す
も
の
は 

心
な
り
け
り
」

こ
れ
は
幕
末
の
志
士
・
高
杉
晋
作
の

言
葉
で
す
。
解
釈
は
様
々
あ
り
ま
す
が

「
世
の
中
を
面
白
く
す
る
の
は
己
の
心

２
０
２
０
年
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動　

２
０

１
９
特
別
賞
」
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
会
員

の
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
参
加
し
、
活
躍

す
る
多
彩
な
取
組
に
、
あ
ら
た
め
て
敬

意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
よ
い
よ
７
月
に
は
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

の
も
ち
方
で
あ
る
。
心
の
も
ち
方
、
心

の
あ
り
方
で
い
か
よ
う
に
も
世
界
は
捉

え
ら
れ
る
」
こ
の
よ
う
に
私
は
解
釈
し

て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
高
齢
化
」
と
い
う
言
葉
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
語
ら
れ
る
場
面

は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
様
々

な
経
験
と
蓄
積
を
持
っ
た
人
生
の
先
輩

が
地
域
に
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

技
大
会
が
開
幕
し
ま
す
。
戦
後
の
復
興

を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
１
９
６
４
年

の
大
会
か
ら
半
世
紀
。
ま
ち
の
姿
も
、

人
の
暮
ら
し
も
大
き
く
変
化
し
、
何
よ

り
も
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
迎
え

ま
し
た
。
今
大
会
を
、
世
界
一
の
長
寿

国
日
本
か
ら
世
界
へ
、
年
齢
を
重
ね
た

方
々
が
元
気
に
活
躍
す
る
姿
を
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
と
し
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
１
０
０
年
の
人
生
を
よ
り
豊
か

な
も
の
と
す
る
に
は
、
誰
も
が
元
気
に

私
は
今
年
で
36
歳
に
な
り
ま
す
が
、

核
家
族
化
が
進
む
中
で
私
た
ち
若
い
世

代
に
と
っ
て
も
皆
様
か
ら
の
ご
助
言
は

大
変
貴
重
で
あ
り
財
産
で
す
。
ぜ
ひ
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
地
域
の
幅
広

い
世
代
に
、
皆
様
の
人
生
の
経
験
や
老

練
な
知
恵
を
共
有
し
て
頂
き
、
新
た
な

ご
縁
が
広
が
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

活
躍
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
地
域
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。
み
な

さ
ん
の
活
動
の
輪
、
活
躍
の
場
が
さ
ら

に
広
が
る
よ
う
、
区
は
地
域
の
居
場
所

づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
発
展
と

会
員
の
み
な
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍

を
ご
期
待
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

面
白
き 

こ
と
も
な
き
世
を 

面
白
く

中
野
区
議
会
厚
生
委
員
会
　
委
員
長
　

ひ
や
ま
　
隆

地
域
の
仲
間
と
と
も
に
豊
か
な
人
生
１
０
０
年
時
代
を

中
野
区
地
域
支
え
あ
い
推
進
部
　
部
長
　

野
村
　
建
樹
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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています

中友連が全国表彰されました

盛り上がった新年会

中
友
連
に
「
会
員
増
強
特
別
賞
」

和
や
か
に
新
年
寿
ぐ

第
33
回
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

新
年
懇
親
会

12
月
4
日
（
水
）
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
33
回
東
京
都
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
式
典
に

お
い
て
、
20
の
ク
ラ
ブ
と
個
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
よ
り
、
中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
「
1
0
0

万
人
会
員
増
強
運

動
特
別
賞
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

１
月
17
日
（
金
）、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
、
令
和
初
の
新
年
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
高
山
会
長
よ
り
「
友
愛
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、
来
年
60
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
。
少
子
高
齢
化
時
代
に
向
か
っ

て
、
進
む
べ
き
道
を
探
っ
て
い
く
時
期
に

き
て
い
る
」
と
の
課
題
表
明
と
変
革
へ
の

決
意
を
示
し
、
酒
井
区
長
を
は
じ
め
、
ご

来
賓
の
皆
様
か
ら
力
強
い
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
は
、
和
や
か
な
会
話
や
笑
い
に

包
ま
れ
、
余
興
で
は
各
テ
ー
ブ
ル
代
表

に
よ
る
、の
ど
自
慢
を
披
露
。
新
し
い
年

の
ス
タ
ー
ト
に
相
応
し
く
和
や
か
な
雰

囲
気
で
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

（
総
務
部
長　

狩
野
景
茂　

記
）

【
東
京
都
知
事
表
彰
】

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
指
導
者

小
見
山
世
津
子
（
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
会
長
）

【
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
】

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

慈
尊
会
／
白
寿
会

・
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

早
川
一
雄
（
小
淀
あ
づ
ま
会
会
長
）
／

根
岸
薫
（
東
中
野
氷
川
芙
蓉
会
会
長
）

／
桜
井
映
子
（
昭
一
き
ら
く
会
会
長
）

／
柴
田
佳
子
（
天
神
梅
友
会
会
長
）

【
会
員
増
強
運
動
奨
励
賞
】

上
高
田
寿
ク
ラ
ブ
／
亀
扇
会
／
コ
ス
モ

ス
文
園
／
上
高
田
和
楽
会
／
白
鷺
長
寿

会
／
上
鷺
宮
喜
楽
会
／
皐
月
会
／
小
滝

泉
会
／
栄
寿
会
／
睦
寿
会
／
仁
寿
会
／

仲
町
シ
ル
バ
ー
会
／
と
き
わ
ぎ
会
／
か

み
さ
ぎ
こ
と
ぶ
き
会
／
小
淀
あ
づ
ま
会

／
野
方
北
こ
ぶ
し
会
／
野
方
南
す
み
れ

会
／
こ
と
ぶ
き
・
さ
ぎ
の
み
や

【
1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
】

　

中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

盛大に開催された大会盛大に開催された大会
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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています

総

務

部
総
務
部
長

　

狩
野

　
景
茂

11
月
27
日
（
水
）
、
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
57
回
芸
能
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
表
彰
が
行

わ
れ
、
下
記
の
と
お
り
の
２
ク
ラ
ブ
と

４
名
の
会
長
が
功
績
を
称
え
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

功績ある会員を表彰功績ある会員を表彰

功
労
あ
る
会
員
な
ど
表
彰

功
労
あ
る
会
員
な
ど
表
彰

  
芸
達
者
の
演
技
も
披
露

芸
達
者
の
演
技
も
披
露

芸達者のみなさん芸達者のみなさん

による演技による演技

芸
能
大
会
第
２
部
で
は
、
41
ク
ラ
ブ
、

お
よ
そ
５
０
０
名
の
会
員
に
よ
り
、

コ
ー
ラ
ス
や
舞
踊
な
ど
多
彩
な
芸
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
出
演
の
み

な
さ
ん
の
力
強
く
熱
の
こ
も
っ
た
歌
声

や
演
技
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
（
魅
力
）

の
よ
う
な
も
の
と
、
日
頃
の
活
発
な
活

動
の
よ
う
す
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
練
習
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
よ
う
と
、
適

度
な
緊
張
感
や
興
奮
が
み
な
ぎ
っ
て
い

ま
し
た
。芸

能
大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

舞
台
と
客
席
が
一
体
に
な
っ
て

「
東
京
音
頭
」
を
踊
っ
て
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

【
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
団
体

表
彰
】

東
部
長
寿
会
（
東
部
地
区
）

寿
さ
く
ら
会
（
東
部
地
区
）

【
功
労
表
彰
】

北
田　

武
夫
（
相
生
喜
楽
会
会
長
）

鈴
木　

實
（
南
台
健
寿
会
会
長
）

野
呂
健
三
郎
（
西
町
万
作
会
会
長

）

市
村　

峯
子
（
う
ら
ら
会
会
長
）

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています

◆
第
12

回
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
輪
投
げ
大
会

６
月
26
日
（
水
）
中
野
体
育
館
に
て

城
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
野
・
杉
並
・
練
馬
・

板
橋
・
豊
島
）
各
５
区
６
ク
ラ
ブ
参
加

で
、
合
計
30
ク
ラ
ブ
に
て
輪
投
げ
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
高
山
郁
朗
の
あ
い
さ
つ
と
、

来
賓
を
代
表
し
て
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局
長
吉
井
栄
一
郎
様
、
中
野

区
地
域
活
動
推
進
課
課
長
宇
田
川
直
子

様
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

優
　
勝　

赤
塚
百
寿
会
（
板
橋
）

 

６
５
９
点

準
優
勝　

な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
（
中
野
）

 

６
５
８
点

３
　
位　

清
和
ク
ラ
ブ
（
板
橋
区
）

 

６
１
７
点

◆
第
52

回
中
友
連

 

秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

９
月
３
日
（
火
）
妙
正
寺
川
公
園
運

動
広
場
に
て
、
１
７
０
名
の
参
加
者
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
中
友
連
高
山
会
長
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
の
方
々
の
あ
い
さ
つ
の
後

【
高
得
点
賞
】

（
男
子
）

　

田
中　

開
介
（
小
滝
泉
会
） 

２
０
１
点

（
女
子
）

　

内
田　

春
美
（
と
き
わ
ぎ
会

） 

１
５
３
点

　

田
中
み
と
え
（
小
滝
泉
会

） 

１
３
９
点

 

（
敬
称
略
）

競
技
が
開
催
さ
れ
、
白
熱
の
競
技
の
結

果
、
以
下
の
と
お
り
の
チ
ー
ム
が
入
賞

し
ま
し
た
。

優
　
勝　

亀
扇
会

 

猪
口
美
恵
子　

17
打

準
優
勝　

野
方
こ
と
ぶ
き
会

 

水
谷　

史
郎　

18
打

３
　
位　

白
鷺
長
寿
会

 

水
島　

啓
司　

18
打

 

※
同
打
数
は
年
齢
で
順
位
決
定

◆
第
74

回
中
友
連

 

秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

10
月
３
日
（
木
）
妙
正
寺
川
公
園
運

動
広
場
に
て
11
ク
ラ
ブ
の
参
加
で
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
優
勝　

亀
鶴
会

◆
中
友
連
第
10

回
輪
投
げ
大
会

10
月
16
日
（
水
）
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

に
て
40
ク
ラ
ブ
２
４
０
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

優
　
勝　

な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
Ａ

 

６
５
９
点

準
優
勝　

小
滝
泉
会 

６
５
２
点

３
　
位　

沼
袋
け
や
き
会 

５
６
０
点

４
　
位　

福
寿
会
Ａ 

５
５
８
点

４
　
位　

大
和
友
愛
会
Ａ 

５
５
８
点

体

育

部

体
育
・
健
康
推
進
部
長

　

大
川

　
輝
男

リ
ズ
ム
体
操
・
健
康
体
操

11
月
12
日
（
火
）、野
方
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
リ
ズ
ム
体
操
を
開
催
し
ま
し
た
。

リ
ズ
ム
体
操
は
、
懐
か
し
の
曲
や
、
リ

ズ
ム
の
効
い
た
ノ
リ
の
良
い
曲
な
ど
、
誰

も
が
知
っ
て
い
る
メ
ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ

な
が
ら
全
身
を
動
か
す
、
有
酸
素
運
動
の

要
素
が
入
っ
た
体
操
で
す
。
音
楽
・
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
な
が
ら
身
体
を
動
か
す
こ

と
は
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

12
月
５
日
（
木
）
は
、
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
健
康
体
操
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
内
容
よ
り
か
な
り
ハ
ー
ド
で

し
た
が
、
終
了
後
、
数
人
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、「
こ
の
程
度
は
大
丈
夫
、
も
っ
と

回
数
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
」
と
皆
さ
ん

満
足
し
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

帰
っ
て
か
ら
、
自
宅
で
も
で
き
る
よ
う

に
と
カ
ラ
ー
写
真
入
り
の
「
説
明
書
」
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
育
・
健
康
推
進
部
副
部
長
　

秋
葉
　
敏
夫
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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま

す
。
下
半
期
行
事
報
告
は
次
の
と
お
り

で
す
。

11

月
６
日
（
水
）

　

レ
ク
ダ
ン
ス
練
習

 

（
練
馬
区
春
日
町
「
青
少
年
館
」
）

　

15
時
〜
17
時

　

中
野
区
か
ら
の
参
加
人
員
11
名

11

月
21

日
（
木
）

　

シ
ニ
ア
健
康
フ
ェ
ス
タ
東
京

 

（
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
体
育
館
）

　

11
時
〜
16
時

　

参
加
人
数　

１
３
６
２
名

女

性

部
女
性
部
長

　

小
見
山
世
津
子

今年も多くの方が参加されました

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
一
円

玉
募
金
と
タ
オ
ル
・
雑
巾
の
募
集

を
10
月
23
日
（
水
）
に
行
い
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、
一
円
玉
募
金
も
16
万
５

４
９
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
台
風
15
号
・
19
号
と
大

き
な
被
害
が
東
京
や
関
東
近
県
を

襲
い
ま
し
た
。
東
京
都
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
か
ら
の
救
援
拠
金
の
お

願
い
も
あ
り
、
10
万
円
を
都
老
連

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
６
万
円

を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

タ
オ
ル
・
雑
巾
に
つ
き
ま
し
て

は
昨
年
同
様
に
７
カ
所
の
老
人
施

設
に
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
大
喜
び
さ
れ
感
謝
さ

れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
お
一
人

お
一
人
の
ご
協
力
の
賜
物
と
、
あ

り
が
た
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
支
援
ご
協
力
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

温
か
い
ご
協
力
に

 

感
謝
し
ま
す

女
性
部
副
部
長

　

小
俣
ふ
じ
子

「小銭入れ」を

手作りしました

９月 26 日（木）、中野区役所会議室に

おいて、女性部主催の「手作り品講習会」

を実施しました。

この事業は、東京都老人クラブ連合会

で、「友愛実践活動」として位置付け、

とくに啓蒙・支援に力を入れているもの

です。

今回の参加者は 20 名程度でしたが、

中友連役員の松沢淳子、小林順子が指導

にあたり、小銭入れ作りに挑戦。参加者

おのおの２～３個制作し、出来栄えに満

足し「実用的」と喜びの声も聞くことが

できました。

この事業は中友連として初めての試み

でしたが、今後、大勢の皆さんに作品づ

くりの楽しみを体験いただけるよう、女

性部主催事業として定例化したいと考え

ています。

皆さんのご協力をよろしくお願いいた

します。

 （女性部長　小見山世津子　記）
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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています

受
け
継
い
で
き
た
灯
を

消
さ
な
い
よ
う
に

会
則
の
改
正
に
よ
り
、会
員
増
員
部
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
時
限
立
法
的
に
考

え
、
会
員
増
強
対
策
委
員
会
の
設
置
ぐ

ら
い
で
よ
い
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、全
国
的
に
会
員
が
減
少
し
て

い
る
現
況
を
鑑
み
、
緊
急
か
つ
永
続
的
な

部
の
誕
生
も
必
然
性
が
あ
り
ま
す
。全
老

連
の
報
告
で
は
最
多
期
（
平
成
11
年
）
か

ら
平
成
25
年
ま
で
の
間
、
約
２
０
０
万
人

が
減
少
し
て
き
た
た
め
、
そ
の
半
数
１
０

０
万
人
復
活
を
目
指
し
、
平
成
26
年
か

ら
平
成
30
年
の
５
年
間
「
１
０
０
万
人
会

員
増
強
運
動
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約

80
万
人
の
減
少
結
果
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、わ
れ
わ
れ
中
友
連
の
所
属
す
る
東
老

連
を
含
め
て
全
て
の
県
市
で
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
自
体
存
続

の
危
機
感
を
禁
じ
え
な
い
事
態
で
す
。

し
か
し
、
中
友
連
は
順
調
に
会
員
が

増
え
て
い
ま
す
。
安
堵
に
胸
を
な
で
お
ろ

す
暇
な
く
、全
国
の
状
況
を
充
分
認
識
し

た
上
で
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

老
人
ク
ラ
ブ
の
灯
を
消
さ
な
い
で
、
と
の

思
い
を
各
人
が
深
く
胸
に
刻
み
、
地
道
に

明
る
く
楽
し
い
会
員
増
強
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会

員

増

員

部

会
員
増
員
部
長

　

石
田

　
修

中友連

NEWSNEWS
中友連初の

パネル展示を開催

９月 24 日（火）～ 27 日（金）の４日間、

中野区役所正面ロビーにおいて「パネル展」を

開催し、来庁者に友愛クラブの活動状況や魅力

を伝えました。

４日間における来場者数は 266 名で、ア

ンケートには 70 名の方に回答をいただきま

した。総合評価では「良かった」「まあ良かっ

た」が 100％、友愛クラブへの加入意志は、

回答 46 名に

対し 22 名で、

50 ％ の 方 に

興味を持って

いただきました。また、行事への関心は、①健

康まつり 38 名、②シニア大学 33 名、③軽ス

ポーツ 32 名、その他女性部関係が 25 名とい

う結果でした。

初の試みでしたが、中には高齢者でありなが

ら、友愛クラブの存在すら分からなく、近隣の

クラブを紹介する場面もありましたが、会員増

強をはじめ、中野区友愛クラブ連合会が目指す

方針、方向に対し、大変有意義なイベントであ

り、今後継続的に実施すべきだとの認識に立ち

ました。

 （文化部　松本　克二　記）
展示されたパネル
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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています

「第54期シニア大学」を総括して

友愛クラブ会員 区民一般 計

参加申込者数 / 実人数 970名 ** 970名

５回の延べ参加者数 3,097名 989名 4,086名

１回当り参加者数 619名 198名 817名

　〃　　　比率 75.8％ 24.2％ 100％

〃参加率 / 対申込者 63.8％ ** **

皆勤者 362名 33名 395名

皆勤率 / 対申込者 37.3％ ** **

第55期シニア大学日程表

内容は、全講座確定後ご案内します。

日程につき、各クラブならびに地区

連会合と調整につき、よろしくお願

いいたします。

第　１　回 　６月　２日（火）

第　２　回 　７月１４日（火）

第　３　回 　９月　８日（火）

第　４　回 １０月１２日（月）

第　５　回 １１月１１日（水）

シ
ニ
ア
大
学

生
き
が
い
づ
く
り
へ
の
思
い
熱
く

２
０
１
９
年
度
シ
ニ
ア
大
学
は
、
第
１

回
の
支
え
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
皮
切
り

に
、
身
体
と
心
の
健
康
づ
く
り
を
目
的

に
、
５
回
実
施
し
ま
し
た
。

５
回
に
わ
た
る
デ
ー
タ
的
な
結
果
は

別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
を

文

化

部
文
化
部
長

　

松
本

　
克
二

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
に
移
行
し
３
年
目

と
な
り
ま
し
た
が
、
第
１
回
目
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
中
心
に
、
一
般
区
民
の
方
々
と
の

交
流
・
連
携
し
た
社
会
参
加
を
目
論
み
ま

し
た
。
デ
ー
タ
の
結
果
で
は
、
５
回
の
延

べ
総
数
の
24
％
が
一
般
区
民
の
方
で
、
そ

の
目
的
を
ク
リ
ア
し
、
支
え
あ
い
見
守
り

活
動
に
お
け
る
連
携
と
会
員
増
強
へ
の

道
筋
が
つ
い
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

３
６
２
人
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
５
回

皆
勤
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ

の
数
字
は
参
加
申
込
者
数

の
４
割
近
い
人
数
に
当
た

り
ま
す
。６
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
時
点
か
ら
季
節
外
れ

の
暑
さ
が
続
き
、し
か
も
台

風
や
豪
雨
、
残
暑
が
厳
し

い
悪
条
件
の
中
で
し
た
が
、

こ
の
結
果
に
は
、
皆
さ
ん
の

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
へ

の
熱
い
思
い
を
感
じ
深
く

感
銘
し
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
会
長
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、会
員
の
皆
さ

ん
に
「
シ
ニ
ア
大
学
」
を
ご

理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

どの講座でも多くのご参加をいただきました
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10
月
18
日
（
金
）
13
時
30
分
よ
り
桃

園
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
鍋

横
・
桃
園
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
の
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
の

体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
着
30

名
の
と
こ
ろ
39
名
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
が
。
約
１
時
間
半
、
５
メ
ー
ト
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス

吹
矢
体
験
会
の
開
催

鍋
横
・
桃
園
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

高
木

　亀
介

距
離
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
め
て

の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
を
楽
し

み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
初
め
て
に
し
て
は
、

と
て
も
お
上
手
で
し
た
。
20
名
以
上
の

方
が
月
１
回
以
上
継
続
し
て
行
え
ば
と

ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
は
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
た
ち
も
障
が

い
者
も
誰
で
も
安
心
し
て
楽
し
め
る
健

康
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
高
い
運
動
能
力
や

腕
力
は
い
り
ま
せ
ん
。
基
本
動
作
は
腹

式
呼
吸
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ウ

エ
ル
ネ
ス
吹
矢
式
呼
吸
法
で
、
精
神
力

と
集
中
力
を
高
め
ま
す
。
実
力
認
定
や

競
技
会
参
加
に
よ
る
目
標
や
、
や
り
が

い
も
あ
り
ま
す
。
個
人
差
等
は
あ
り
ま

す
が
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
効
果
も
あ
る
よ

う
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
や
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

地

区

活

動

コ

ー

ナ

ー

日帰り研修旅行　参加者の声

景色も食べ物も◎！最高の旅行

10 月 31 日（木）に実施された日帰り研修

旅行は、参加した 117 名がバス３台に分乗し

て出発。東名の大井松田を過ぎた山間の上り

坂で、「皆さん富士山が見えましたよ !! ここで

見られたら、今日は良い眺めの富士があちこ

ちで拝めますよ」とガイドさんの声が爽やか

に響く。富士川 SA では八合目ぐらいまで白と

紺の筋のコントラストを見せた、堂々とした

富士の姿をバックにシャッターをパチリ。ご

皇族もおみえになった日本平新設展望台「夢

テラス」をぐるりと周り、駿河湾の青、三保

の松原の緑…。来て良かった !!

講談師か噺家のようなガイドさんが地元の

物語や人物を聞かせてくれる。いや〜本当に

詳しい。引き込まれる話し振りだ。焼津のさ

かなセンターの昼は、もちろんマグロ。１階の

市場をぶらつくだけで、財布の紐がゆるむ。静

岡の丸川屋では、わさびミニカップのつかみ

取り。手の指が短い私は８個だけ。残念 !?　わ

さびシュークリームやあべかわもち入りドラ

焼、プリンや日本平のたい焼きと、プレゼン

トが盛りだくさ

んだったが、み

〜んな私のお腹

の 中 に 消 え て

いった。ああ〜

いい旅だった！

幸寿会　若井　武志

狙い定めて腹式呼吸
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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています

晴れの舞台で演芸を披露

天
候
に
恵
ま
れ
た
「
第
41
回
東
部
演

芸
大
会
」
は
去
る
９
月
21
日
（
土
）
、
酒

井
区
長
・
高
山
中
友
連
会
長
を
始
め
東

部
地
区
運
営
協
議
会
会
長
・
東
部
の
十

四
町
会
長
・
中
部
す
こ
や
か
・
東
中
野

地
域
包
括
・
塔
山
小
学
校
校
長
な
ど
地

域
の
多
彩
な
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
盛

大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
演
芸
大
会
」
は
東
部
地
区
の

７
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
日
頃
の
コ
ー
ラ

ス
・
民
舞
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
手
話
等
の

第
41
回
東
部
演
芸
大
会

老
い
も
若
き
も

東
部
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長
会
）

 

会
長

　
早
川

　
一
雄

活
動
の
成
果
を
発
表
し
合
う
場
と
同
時

に
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
や
子
ど
も
た
ち

の
演
芸
を
招
き
交
流
を
図
ろ
う
と
企
画

し
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単

位
ク
ラ
ブ
で
は
年
一
度
の
晴
れ
舞
台
に

胸
を
と
き
め
か
せ
練
習
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
宮
園
高
齢
者
会
館
で
コ
ー

ラ
ス
を
楽
し
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
、
近

隣
の
子
ど
も
た
ち
塔
山
小
の
「
金
管
バ

ン
ド
」
、
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
塔
山
の
「
エ
イ

サ
ー
」
、
谷
戸
小
の
「
三
味
線
ク
ラ
ブ
」

等
が
父
母
が
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
見
守

る
前
で
立
派
に
演
奏
し
き
り
、
喝
さ
い

を
浴
び
ま
し
た
。
地
元
の
「
実
践
中
高

生
合
唱
部
の
コ
ー
ラ
ス
」
、
地
域
の
「
中

野
坂
上
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に

よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
も
「
演
芸
大

会
」
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
昼
休
み
を
挟
ん
だ
「
演

芸
大
会
」
も
４
０
０
人
近
く
の
皆
さ
ん

と
楽
し
く
過
ご
し
、「
来
年
ま
た
元
気
に

再
会
し
ま
し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
「
村

ま
つ
り
」「
虫
の
声
」
を
合
唱
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。

な
お
、「
演
芸
大
会
」
の
影
の
協
力
者

「
東
部
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
事
務
局
」「
東
部
こ
と
ぶ
き
の
会
」
並

び
に
「
実
践
中
高
生
」
の
会
場
整
備
等

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

上
友
連
は
一
昨
年
も
研
修
会
を
し
て

好
評
で
し
た
。
令
和
元
年
も
防
犯
研
修

会
を
開
催
し
て
す
べ
て
の
単
位
ク
ラ
ブ

か
ら
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

詐
欺
の
手
口
は
巧
妙
に
な
り
、
の
ん

び
り
し
て
い
る
と
や
ら
れ
る
状
態
で
す
。

特
に
高
齢
で
単
身
の
人
が
ね
ら
わ
れ
る

と
言
え
ま
す
。
上
高
田
地
区
で
も
、
区

役
所
な
ど
の
名
を
語
っ
て
、
被
害
に
遭
っ

た
人
が
で
て
い
る
の
で
、町
会
と
も
連
携

し
て
、
警
戒
を
強
め
て
い
ま
す
。

各
ク
ラ
ブ
で
も
研
修
会
の
内
容
を
会

員
に
広
げ
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

会
員
の
拡
大
は
昨
年
は
27
名
を
増
や

し
、
今
年
も
こ
れ
を
上
回
る
よ
う
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
て
、
行
動
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
支
え
あ
え
る

組
織
と
し
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
は
最
適

と
い
う
意
識
で
、

役
員
を
先
頭
に
取

り
組
み
を
進
め
ま

す
。 防

犯
訓
練
を
連
続
開
催

野
方
警
察
か
ら
講
師
で

真
剣
に
議
論

上
高
田
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長

　

本
郷

　
得
治熱心に指導する講師
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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています

毎
年
転
居
、
病
気
な
ど
で
会
員
が
減

り
ま
す
。
今
年
も
前
会
長
が
死
去
さ
れ

ま
し
た
。

毎
月
の
例
会
は
誕
生
会
や
カ
ラ
オ

ケ
、
輪
投
げ
な
ど
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
。
11
月
の
例
会
で
は
会
員
を
増
や
す

た
め
に
「
一
人
が
一
人
に
声
か
け
を
し

て
、
集
ま
り
に
誘
う
」
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
12
月
の
例
会
で
は
一
人
増
え
、

「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
で
、
27
日

の
芸
能
大
会
に
も
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

寿
ク
ラ
ブ
は
創
立
60
年
を
迎
え
ま

す
。
途
絶
え
る
こ
と
な
く
活
動
を
進
め
、

町
内
に
存
在
が
知
れ
て
い
る
の
で
、
声

か
け
の
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
て
、
昨
年
以

上
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
気
張
ら

ず
に
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
く
、
支
え
合
っ

て
進
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

会
員
拡
大
を
重
点
に

5　

上
高
田
寿
ク
ラ
ブ

本
郷

　
得
治

子
年
を
迎
え
て

19　

野
方
北
原
寿
会高

見
沢

　
昇

あ
る
日
の
息
子
と
私

29　

亀
扇
会　

轡
田

　
安

近
く
の
娘
の
家
に
行
く
途
中
、
携
帯

電
話
が
チ
リ
ン
チ
リ
ン
…
、
と
呼
ん
で

い
る
。
「
僕
で
す
よ
」
ち
ょ
っ
と
遠
く
に

住
ん
で
い
る
息
子
で
あ
っ
た
。「
お
母
さ

ん
今
日
は
家
に
お
り
ま
す
か
」
「
今
、
私

は
○
○
（
長
女
）
の
家
よ
」「
僕
が
着
く

令
和
最
初
の
元
旦
を
迎
え
た
今
年

は
、
十
二
支
最
初
の
子
（
ね
ず
み
）
年

で
す
。
子
年
生
ま
れ
は
怜
悧
で
商
売
繁

昌
、
子
孫
繁
栄
の
幸
運
に
恵
ま
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ね
ず
み
は
そ
の
内
歯
で
物
品
を
か
じ

る
習
性
か
ら
「
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
も

う
か
る
」
と
か
「
ね
ず
み
の
嫁
入
り
」

な
ど
因
果
応
報
の
寓
話
が
あ
り
ま
す
。

「
大
国
主
命
（
大
黒
天
）
」
の
お
使
い
と

し
て
昔
か
ら
人
類
と
共
存
し
て
き
ま
し

た
。
「
大
国
主
命
」
が
岳
父
の
須
佐
之
男

命
の
射
た
矢
を
探
し
に
草
原
に
行
き
、

火
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

ね
ず
み
が
現
れ
て
地
下
の
洞
窟
に
案
内

し
、
矢
ま
で
探
し
て
く
れ
て
危
難
を
免

れ
た
神
話
が
あ
り
ま
す
。

大
黒
天
（
福
の
神
）
の
踏
ん
だ
米
俵

の
そ
ば
に
「
俵
の
ね
ず
み
が
米
食
っ
て

チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
」
の
ね
ず
み
の
群
像
が

あ
り
ま
す
。
「
は
つ
か
ね
ず
み
」
は
医
学

の
研
究
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。「
ね
ず
み

算
」
の
計
算
は
繁
殖
力
の
強
さ
を
表
現

し
ま
す
。

白
寿
を
迎
え
、
食
糧
難
の
戦
中
戦
後

を
生
き
抜
い
た
私
に
と
っ
て
ね
ず
み
の

生
き
方
に
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。

衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
。「
日
日
是
好

日
」
の
生
活
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
平
成
と
令
和
貫
く
平
和
の
辞
」

次
頁
に
続
く
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い
に
し
へ
の
奈な

ら

の

や

え

ざ

く

ら

良
八
重
桜

37　

コ
ス
モ
ス
文
園石

川
　
枝
美

甲
斐
路
の
旅
　
秋
た
け
な
わ

30　

相
生
喜
楽
会

亘
　
源
太
郎

４
月
も
中
旬
に
な
る
と
、
寒
い
地
方
で
な

い
限
り
花
見
の
季
節
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い

る
。
私
が
奈
良
に
行
っ
た
日
、
吉
野
の
山
奥

で
は
桜
の
見
ご
ろ
が
続
い
て
い
た
も
の
の
、

奈
良
市
内
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
す
で
に

散
っ
た
後
だ
っ
た
。

で
も
、
八
重
桜
な
ら
ば
ま
だ
楽
し
め
そ
う

だ
。「
い
に
し
へ
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜
け

ふ
九
重
に
匂
ひ
ぬ
る
か
な
」
と
い
う
百
人
一

首
の
歌
を
思
い
出
し
な
が
ら
そ
う
思
っ
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
歌
に
詠
ま
れ
た
桜

は
奈な

ら

の

や

え

ざ

く

ら

良
八
重
桜
と
い
う
品
種
で
、
奈
良
県
と

奈
良
市
の
花
で
あ
る
。
見
ら
れ
る
場
所
は
奈

良
公
園
付
近
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
る
。
生
息

地
の
地
図
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
頼
り
に

東
大
寺
に
向
か
っ
た
。

八
重
桜
は
、
一
般
に
華
や
か
で
重
た
い
印

象
が
あ
る
が
、
こ
の
桜
は
小
振
り
な
の
で
、

一
重
の
桜
の
よ
う
な
可
憐
さ
が
あ
る
。
つ
ぼ

み
は
紅
い
色
、
開
花
す
る
と
白
く
な
り
、
散

り
際
に
再
び
紅
く
な
る
そ
う
だ
。
私
が
見
た

の
は
、
開
花
直
後
の
白
い
頃
で
あ
る
。
花
は

わ
ず
か
３
日
ほ
ど
で
散
る
の
で
、
実
際
に
咲

相
生
町
会
喜
楽
会
の
秋
の
親
睦
研
修
旅

行
を
11
月
13
日
（
水
）
〜
14
日
（
木
）
に

行
い
ま
し
た
。
異
常
気
象
の
日
本
列
島
、

悪
天
候
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
し

て
ま
ず
ま
す
の
秋
日
和
。
参
加
者
27
名
、

中
央
高
速
談
合
坂
SA
を
経
て
河
口
湖
へ
。

途
中
、
天
然
記
念
物
で
名
高
い
忍
野
八

海
で
下
車
。
富
士
山
麓
の
湧
水
池
か
ら
流

れ
出
る
小
川
と
水
車
小
屋
、
草
葺
き
屋
根

等
、
昭
和
の
原
風
景
を
懐
か
し
く
眺
め
な

が
ら
散
策
。
昼
食
は
河
口
湖
畔
で
と
り
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
霊
峰
富
士
は
折
悪
し

く
雲
に
隠
れ
残
念
で
し
た
。
午
後
は
ワ
イ

ン
勝
沼
工
場
等
を
見
学
の
後
、
当
日
の
宿
、

石
和
温
泉
に
到
着
。
秋
の
宴
は
食
事
の
あ

と
楽
し
み
に
し
て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
参
加
者
全

員
が
舞
台
に
上
が
り
、
神
田
川
、
お
氷
川

神さ

ま社
、
わ
が
町
相
生
通
り
の
歌
詞
が
入
る

〝
人
情
下
町
〟
を
全
員
で
大
合
唱
。
思
い
出

に
残
る
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
日
は
渓
谷
を
染
め
る
絶
景
紅
葉
の
昇

仙
峡
を
心
ゆ
く
ま

で
見
物
、
長
い
歳

月
を
か
け
て
、
花

崗
岩
が
川
の
流
れ

で
削
り
取
ら
れ
て

で
き
た
断
崖
や
奇

岩
・
奇
石
が
日
本

一
と
言
わ
れ
る
渓

谷
美
、
仙
娥
滝
（
高

さ
30
メ
ー
ト
ル
）
も
圧
巻
。
一
方
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
展
望
台
に
上
る
と
富
士
山
と

並
ん
で
南
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
連
峰
の
見

事
な
眺
め
が
一
望
で
き
、
感
激
し
ま
し
た
。

昼
食
は
里
の
市
一
の
宮
で
と
り
、
食
後
旬

の
味
覚
、
甲
州
ぶ
ど
う
狩
り
を
楽
し
ん
だ

あ
と
中
央
高
速
で
帰
途
に
つ
き
、
車
内
で

は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
名
解
説
を
聞
い
た
り
、

ま
で
そ
こ
で
待
っ
て
て
ね
」
そ
れ
か
ら
30

分
く
ら
い
で
息
子
は
「
着
き
ま
し
た
」
と
。

娘
の
家
か
ら
我
が
家
ま
で
久
し
振
り
に

息
子
と
並
ん
で
歩
き
出
し
た
。
息
子
は
90

歳
に
な
る
私
の
歩
調
に
合
わ
せ
て
歩
い
て

い
る
。「
今
日
は
何
か
用
が
あ
る
の
？
」「
５

階
の
物
干
と
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
を
直
す
つ

も
り
で
テ
ー
プ
を
買
っ
て
き
た
」
そ
し
て

息
子
は
５
階
に
行
く
。
風
呂
場
を
き
れ
い

に
磨
き
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
を
直
す
と
「
も

う
帰
る
よ
」
と
。

私
が
お
昼
の
ご
飯
は
？
と
問
い
た
だ
す

と
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
を
１
つ
買
っ

て
き
て
、
私
の
む
い
て
あ
げ
た
柿
を
２
つ

き
り
つ
ま
ん
で
、
息
子
は
「
じ
ゃ
ね
…
」

無
駄
口
な
く
帰
っ
た
。「
運
転
気
を
つ
け
て

ね
」
車
の
中
で
窓
を
開
け
て
手
を
振
っ
て

い
た
。

く
様
子
を
見

ら
れ
た
の
は

極
め
て
幸
運

で
あ
っ
た
。

奈
良
八
重

桜
は
、
と
て

も
美
し
く
珍

し
い
の

で
、

奈
良
時
代
に

宮
中
で
珍
重
さ
れ
た
。
平
安
時
代
に
は
、
一

条
天
皇
の
中
宮
・
彰
子
が
噂
を
聞
き
、
木
を

京
都
に
移
そ
う
と
し
た
が
、
興
福
寺
の
僧
が

追
い
か
け
て
来
て
、
命
を
張
っ
て
取
り
返
し

た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
来
、
一
条
天
皇
の
宮
中
に
は
、
奈

良
八
重
桜
の
一
枝
が
献
上
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
先
ほ
ど
の
百
人
一
首
の
歌
は
、
中

宮
・
彰
子
に
仕
え
た
伊
勢
大
輔
が
、
八
重
の

花
に
宮
中
を
意
味
す
る
「
九
重
」
を
か
け
て

詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
桜
は
繁
殖
力
が
弱
く
、
奈
良
県
外
で

は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
ら
し
い
。
か
つ
て
宮
中

を
魅
了
し
た
ほ
ど
の
桜
な
の
で
、
東
京
で
も

見
ら
れ
れ
ば
う
れ
し
い
の
で
あ
る
が
、
非
常

に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

見
頃
は
４
月
中
旬
か
ら
５
月
初
旬
の
内

の
わ
ず
か
３
日
間
で
あ
る
が
、
桜
マ
ニ
ア
な

ら
ば
、
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
。
そ
の
可
憐
な
美

し
さ
に
見
惚
れ
て
「
い
に
し
へ
の
奈
良
の
都

の
八
重
桜
…
」
の
歌
が
思
わ
ず
口
を
つ
い
て

出
る
と
思
う
。

奈良八重桜

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら
、

夕
刻
わ
が
町
中
野
坂
上
へ
無
事
帰
着
。
次

回
の
旅
行
も
楽
し
み
で
す
。

第 98 号 会　　　　報 （12）



熱
気
を
帯
び
た

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

109　

な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ

井
森

　
正
男

ハ
ー
モ
ニ
カ
が
与
え
る
感
動

105　

と
き
わ
ぎ
会

榎
本

　
丈
夫

楽
し
い
サ
ロ
ン
に
成
長

122　

土
筆
の
会

金
子

　
瞻
顕

毎
月
第
１
水
曜
日
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
く

サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
て
数
年
が
経
過
し

た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
上
手
も
下
手
も
な
か

り
け
り
。
そ
の
場
そ
の
場
の
水
に
合
わ
ね

ば
。
い
つ
も
誰
も
が
心
に
抱
く
故
郷
や
幼

い
頃
の
思
い
出
、
そ
の
思
い
を
込
め
た
愛

唱
歌
、
抒
情
歌
、
昔
学
校
で
習
っ
た
歌
な

ど
を
懐
か
し
み
な
が
ら
楽
し
い
時
を
過
ご

し
て
い
る
。
年
を
重
ね
た
今
、
い
つ
し
か

来
し
方
行
く
末
を
語
る
友
人
が
現
れ
、
価

値
観
を
共
有
で
き
る
語
ら
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
あ
る
時
「
カ
ア
チ
ャ
ン
」
な
る

言
葉
が
琴
線
に
触
れ
る
の
を
覚
え
た
。
私

も
「
カ
ア
チ
ャ
ン
」
で
育
っ
た
一
人
だ
か

ら
で
あ
る
。
あ
る
時
、
お
彼
岸
で
実
家
に

兄
弟
姉
妹
等
で
墓
参
り
の
際
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
で
故
郷
を
独
奏
し
、
す
ご
く
喜
ば
れ
た
。

こ
れ
も
お
遊
び
会
の
お
か
げ
で
す
と
話
を

し
た
。
そ
の
後
、
話
を
聞
い
た
友
人
は
、

１
０
０
歳
で
昇
天
さ
れ
た
「
カ
ア
チ
ャ
ン
」

の
告
別
式
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
独
奏
し
て
お

別
れ
を
し
た
。
市
長
さ
ん
を
始
め
多
数
の

参
列
者
に
感
動
を
与
え
る
と
と
も
に
、
最

後
の
孝
養
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
と
喜

び
を
語
っ
て
い
た
。
こ
れ
も
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
効
用
と
思
慮
し
て
い
る
。

鷺
宮
西
住
宅
（
公
社
団
地
）
19
棟
、
人

口
約
１
３
０
０
人
。
ア
ジ
ア
系
の
外
国
人

を
含
む
。
高
齢
者
が
多
い
団
地
に
住
ん
で

私
は
45
年
。
茜
会
の
後
に
自
治
会
の
支
援

を
受
け
て
発
足
し
た
土
筆
の
会
。
会
員
64

名
、
平
均
年
齢
82
歳
。
遠
出
す
る
の
も
無

理
に
な
っ
た
。
集
会
所
の
施
設
で
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手
作
り
の
会
。

月
１
回
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
お
茶
と
軽

昨
年
秋
は

日
本
列
島
を

熱
気
と
興
奮

の
る
つ
ぼ
と

化
し
た
ラ
グ

ビ

ー

の

W

杯
が
開
催
さ

れ
た
。
そ
れ
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て
日
本
で

開
催
さ
れ
た
こ
と
と
、
何
よ
り
も
着
実
に

実
力
を
培
っ
て
き
た
全
日
本
の
驚
異
的
な

奮
闘
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
の
で
あ

る
。全

日
本
は
好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

優
勝
候
補
の
一
角
と
目
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
を
撃
破
し
、
ベ
ス
ト
フ
ォ
ー
進
出

を
賭
け
、
強
豪
南
ア
フ
リ
カ
と
対
戦
す
る

に
お
よ
ん
で
、
熱
気
は
頂
点
に
達
し
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
成
長
し
て
き
た
の
は
、

監
督
・
コ
ー
チ
の
も
と
人
種
・
信
条
を
越

え
て
一
致
結
束
を
し
て
猛
練
習
に
ま
い
進

し
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
が
終
了
す
る
と
、
一

転
し
て
こ
れ
ま
で
激
闘
し
て
き
た
相
手
方

と
お
互
い
の
激
闘
を
た
た
え
あ
う
抱
擁

は
、
何
と
も
感
動
的
で
観
衆
を
魅
了
す
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
光
景
は
ま
さ
に
日
本
古
来
の
武
士

道
と
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
か
。

全
日
本
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
は
世
界
に

そ
の
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
ラ

グ
ビ
ー
の
魅
力
を
実
証
し
た
も
の
で
、
国

内
で
は
に
わ
か
フ
ァ
ン
を
含
め
、
愛
好
者

を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

趨
勢
は
夏
に
行
わ
れ
る
世
紀
の
祭
典
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
花
道

を
敷
い
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

全
日
本
は
今
後
も
さ
ら
な
る
研
さ
ん
、

練
習
を
積
ん
で
名
実
と
も
に
世
界
の
列
強

の
仲
間
入
り
を
果
た
し
、
次
回
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
さ
れ
る

W

杯
で
優
勝
の
栄
冠
を

勝
ち
取
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

食
の
お
し
ゃ
べ
り
パ
ー
テ
ィ
。
会
費
２
０

０
円
、
出
席
者
も
45
名
と
安
定
。
お
誕
生

会
も
兼
ね
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
歌
っ

て
、
お
赤
飯
の
プ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
発
足

し
て
５
年
、
パ
ー
テ
ィ
も
六
十
数
回
を
ク

リ
ア
。
信
頼
度
も
深
ま
り
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
い
サ
ロ
ン
に
育
っ
た
。
ラ
ジ
オ
体

操
、
公
園
清
掃
。
夏
休
み
の
1
日
、
団
地

出
身
で

N
H
K

ラ
ジ
オ
体
操
の
多
胡
肇

先
生
の
指
導
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
恒
例
。
こ

の
団
地
は
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
標
的
で

被
害
者
も
出
て
い
る
。
野
方
警
察
の
ふ
れ

あ
い
ポ
リ
ス
さ
ん
に
年
に
数
回
サ
ロ
ン
の

際
に
来
場
を
願
い
、
防
備
の
「
檄
」
の
説

諭
を
ち
ょ
う
だ
い
し
て
い
る
。

ラジオ体操に参加して
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10
　
《
白
寿
会
》

さ
ら
さ
ら
と
風
音
の
な
す
秋
の
声

 

藤
井
千
代
子

麦
ま
き
や
夕
日
を
あ
び
て
種
お
と
す

 
勝
田　
　

孝

正
論
を
云
へ
ば
角
立
つ
二
月
寒

 
花
柳
喜
久
朗

24
　
《
江
古
田
凜
友
会
》

紅
葉
掃
く
箒
に
は
ね
る
一
円
貨

木
犀
の
香
に
包
ま
れ
て
よ
ろ
け
け
り

 

花
野　

作
三

鈴
虫
の
頻
り
の
声
の
飽
き
る
な
く

 

鈴
木　

恭
子

映
空
に
テ
ィ
ア
ラ
皇
光
笑
み
潤
む

 

向
井　

好
枝

28
　
《
多
田
長
生
ク
ラ
ブ
》

橡と
ち

の
実
の
大
福
わ
け
あ
い
民
家
園

 

金
子　
　

幸

古
民
家
に
人
形
動
く
榾ほ

た

明
り

 

羽
鳥
扶
美
子

曲
家
の
炉
端
で
新
酒
酌
み
交
す

 

桑
田　

治
子

落
ち
葉
踏
む
遠
き
思
い
出
母
の
ひ
ざ

 

片
山
ト
キ
エ

稲は

ざ架
か
け
て
ほ
っ
と
息
つ
く
父
の
顔

 

宮
澤　

敬
子

千
六
本
手
の
老
斑
や
秋
の
空

 

山
口　

貞
子

33
　
《
橋
場
ク
ラ
ブ
》

春
う
ら
ら
友
と
遠
出
の
か
た
り
あ
い

 
田
中
美
智
子

37
　
《
コ
ス
モ
ス
文
園
》

幼
な
子
と
折
紙
競
う
秋
の
宵

 

須
藤
美
奈
子

信
州
路
地
蔵
ほ
ほ
え
む
コ
ス
モ
ス
と

 

古
賀　

久
恵

瀬
戸
内
の
波
お
だ
や
か
に
カ
キ
筏

 

石
川　

枝
美

57
　
《
白
鷺
長
寿
会
》

さ
ん
ざ
め
く
公
園
の
賑
い
夕
ま
ぐ
れ

 

藤
原　

幸
夫

地
区
連
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
盛
大
に

 

金
崎　

敏
保

土
に
触
れ
て
音
な
く
消
え
る
春
の
雪

 

小
林
千
枝
子

白
鷺
の
川
の
流
れ
に
春
を
待
つ

 

水
嶋　

啓
司

外
国
語
飛
び
交
う
宵
の
酉
の
市

 

澤
田　

友
宏

晴
れ
や
か
に
早
ま
る
心
バ
ト
ン
待
つ

 

道
明　

節
子

物
忘
れ
口
で
唱
え
て
ま
た
探
す

 

吉
原　

昭
代

下
久
保
の
雪
解
け
れ
も
春
を
待
つ

 

水
嶋　

央
子

102
　
《
仁
寿
会
》

早
い
も
の
昭
和
平
成
令
和
ま
で

 

小
酒
井
寿
美
子

カ
ー
ド
時
代
つ
い
て
ゆ
け
な
い
損
を
す
る

 

熊
本　

道
子

八
木
路
過
ぎ
し
こ
と
し
み
じ
み
と
秋
の
風

 

武
本　

敏
子

深
む
し
茶
朝
食
の
あ
と
や
湯
気
た
ち
て

 

渡
辺　

広
子

106
　
《
中
野
歴
文
会
》

軒
先
の
琥こ

は

く珀
の
色
や
吊
し
柿

 

中
庭
め
ぐ
み

門
前
の
古
き
の
れ
ん
に
蕎
麦
の
文
字

 
安
永　

準
子

に
ご
り
酒
試
飲
に
並
ぶ
宿
場
町

 

篠　
　

紀
子

秋
さ
や
か
車
内
に
書
読
む
人
の
い
て

 

小
林
侑
己
子

栗
御
飯
ホ
ッ
コ
リ
炊
け
た
夕
餉
時

 

小
結　

紳
江

春
シ
ョ
ー
ル
軽
く
羽
お
っ
て
旅
の
朝

 

新
井　

敦
子

109
　
《
な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
》

よ
き
月
を
上
げ
て
青
梅
街
道
銀
杏
紅
葉

 

緒
方　

良
子

つ
く
ば
い
の
影
に
寄
り
そ
う
こ
ぼ
れ
梅

 

吉
田　

雅
子

木
戸
口
に
つ
わ
ぶ
き
の
花
微
笑
み
ぬ

 

阿
部
眞
佐
子

初
場
所
や
付
い
て
行
き
た
し
ふ
れ
太
鼓

 

秀
嶋　

永
子

日
の
丸
と
万
歳
こ
だ
ま
す
菊
日
和

 

三
ヶ
尻
鶴
子

111
　
《
野
方
こ
と
ぶ
き
会
》

独
り
居
に
花
は
濃
す
ぎ
る
曼
珠
沙
華

 

谷
島　

政
子

水
平
線
紺
碧
分
か
つ
秋
の
能
登

 

吉
田　

裕
子

秋
高
し
見
上
げ
る
空
に
飛
行
雲

 

辻
岡　

清
治

去
り
が
た
し
各
月
浮
か
ぶ
五
十
鈴
川

 

岡
村　

藤
江

中
友
連 
趣
味
の
文
芸
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24
　
《
江
古
田
凜
友
会
》

芸
能
会
笑
顔
で
〆
め
た
帰
り
路
ち

逸
の
間
に
誰
か
が
春
を
唄
っ
て
る

 
花
野　

作
三

29
　
《
亀
扇
会
》

見
切
品
我
家
思
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
田
端　

ま
き

年
変
り
傘
寿
の
山
に
登
り
つ
き

米
寿
の
山
を
目
指
し
進
み
ま
す

 
冨
永　

ミ
ヨ

川
　
柳

37　

《
コ
ス
モ
ス
文
園
》

柿
鈴
成
り
誰
も
取
ら
ず
に
朽
ち
果
て
て

　

取
っ
て
取
っ
て
と
さ
さ
や
き
か
け
る

 

石
川　

枝
美

短
　
歌

泥
海
に
り
ん
ご
色
褪
せ
累
々
と

 

伊
藤　

和
子

即
位
礼
悠
久
の
舞
菊
日
和

 

日
比　

芳
子

秋
場
所
や
両
国
駅
前
人
多
し

 

福
島　

和
雄

天
高
し
雲
影
す
べ
る
ビ
ル
の
谷

 
根
岸　

一
男

秋
の
空
百
舌
鳥
古
墳
群
訪
ね
た
し

 

赤
須
す
ず
よ

落
鮎
や
簗
の
水
勢
い
に
力
つ
く

 

小
池　

広
子

若
き
等
の
食
欲
旺
盛
う
ろ
こ
雲

 

田
中　

好
枝

台
風
に
あ
ら
が
う
す
べ
な
し
人
智
か
な

 

八
京
加
代
子

白
壁
や
絵
心
誘
う
柿
日
和

 

幸
田　

遊
子

秋
高
し
凛
と
佇
む
氷
川
丸

 

嶋
田　

和
子

柿
一
つ
落
ち
て
引
き
裂
く
夜
半
の
夢

 

森
山　

良
水

118
　
《
し
ら
さ
ぎ
寿
会
》

ふ
る
里
の
景
色
浮
か
ぶ
秋
夕
焼

 

柿
内　

法
音

ま
た
貰
う
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
B
B

賞

 

神
田　

幸
男

冬
の
夜
あ
っ
た
か
鍋
で
盛
り
上
が
る

 

神
田　

ユ
キ

変
り
ゆ
く
心
も
変
る
紅
葉
か
な

 

西　
　

洋
子

《
弥
生
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
》

酉
の
市
福
は
大
小
我
は
我

 

安　
　

希
子

秋

麗
う
ら
ら

登
校
の
孫
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

 

サ
ラ
ウ
ン
ド　

カ
ズ

暗
が
り
に
ほ
っ
と
一
息
石
蕗
の
花

 

カ
ン

鷹
の
目
や
獲
物
見
定
め
急
降
下

 

た
ま
え

酉
の
市
熊
手
と
運
を
共
に
買
ひ

 

和
子

鷹
匠
も
鷹
も
遠
く
を
見
つ
め
を
り

 

博

酉
の
市
鳥
居
く
ぐ
れ
ば
別
世
界

 

真
澄

母
の
袖
掴
み
歩
い
た
酉
の
市

 

美
知
子

年
男
七
回
廻
っ
て
八は

ち
と
よ
ん

十
四

 

冨
永　
　

忠

116
　
《
寿
さ
く
ら
会
》

生
き
方
が
下
手
で
学
ん
だ
忍
の
文
字

 

島
田　

裕
吉

118
　
《
し
ら
さ
ぎ
寿
会
》

藤
村
も
な
げ
き
悲
し
む
千
曲
川

 

柿
内　

法
音

百
合
の
花
気
品
溢
れ
る
香
り
か
な

 

神
田　

ユ
キ

草
刈
で
腰
を
や
っ
つ
け
医
者
通
い

 

神
田　

幸
男

カ
ラ
オ
ケ
を
点
字
の
歌
誌
で
歌
っ
た
の

 

黒
木　

京
子

奏
で
た
る
大
正
琴
で
ボ
ケ
ぼ
う
し

 

西　
　

洋
子

119
　
《
小
淀
あ
ず
ま
会
》

病
ん
で
知
る
健
康
こ
そ
が
宝
物

 

岩
元
美
津
子

日
の
匂
ふ
七
草
粥
や
野
と
遊
ぶ

 

早
川
ア
リ
ス

104
　
《
う
ら
ら
会
》

花
を
ま
げ
位
置
を
か
え
た
り
楽
し
み
ぬ

　

小
部
屋
に
造
花
の
花
籠
飾
る

 

伊
藤　

幹
子

118
　
《
し
ら
さ
ぎ
寿
会
》

荘
厳
な
列
車
の
先
で
皇
后
は

　

笑
顔
笑
顔
も
時
折
り
涙

 

西　
　

洋
子
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仲間がたくさん

地区の活動

鍋横・

桃園

上高田

東部

生活のためになる防犯研修会（10頁に関連記事）生活のためになる防犯研修会（10頁に関連記事）

地区演芸大会に中友連も参加（10頁に関連記事）地区演芸大会に中友連も参加（10頁に関連記事）

吹矢の体験会を開催（９頁に関連記事）吹矢の体験会を開催（９頁に関連記事）

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

　

本
誌
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
ご
協

賛
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各

位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
倍
旧
の
ご
厚
誼
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
　

集
　

後
　

記

早
く
も
、
令
和
の
年
も
２
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
中
友
連
の
課
題

も
膨
ら
む
一
方
で
す
。
ま
ず
は
ク
ラ

ブ
が
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
活
動
の
魅
力
を
追
求
、
会
員
の

「
居
場
所
・
社
会
参
加
の
場
」
と
し

て
の
価
値
を
高
め
、
そ
の
魅
力
を

ウ
リ
に
仲
間
を
増
や
し
、「
共
助
」

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。皆

さ
ん
が
培
わ
れ
た
魅
力
を

し
っ
か
り
伝
え
る
。
そ
ん
な
会
報

づ
く
り
に
ま
い
進
す
る
所
存
で

す
。

広
報
部
編
集
委
員

松
本　

克
二 

大
川　

輝
男

狩
野　

景
茂 

穂
積　

龍
子

本
多　

格
治

岩
附　

浩
子
（
事
務
局
）

小
俣
ふ
じ
子
（　

〃　

）
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